
１ 背景  

 ○社会の状況 

 ・人口減少、少子化・高齢化 

 ・一人暮らしや高齢者世帯の増加 

 ・生活スタイル・価値観の多様化 

○地域では… 

・役員の高齢化などによる担い手不足など 

・個々の団体では課題解決が難しい場面に直面 

 

人口が減少しても、少子化・高齢化が進んでも、暮らしやすいまちであり続けるには、 

地域の力（地域自治）がとても大切です。 

・協議会の設立支援 

・継続的な運営に向けての支援 

・まちづくりを支援する職員の配置 

・公共施設の活用についての相談 

・地域コミュニティ推進交付金の交付 

人 

拠点 

資金 

３ 未来につなげる体制づくり ～地域コミュニティを支えるしくみ～ 

 今後、さらに多様化・複雑化していく地域課題に対応し、目指す地域の姿を実現するための

未来につなげる体制づくりとして、地域で活動する様々な団体の連携を強め、多くの地域の皆

さんが話し合って、自分たちの地域に必要なことを「地域で決めて、地域で実行する」しくみ

が必要だと考えました。 

長崎市は、この地域のまちづくりを推進するため、「地域コミュニティを支えるしくみ」と

して、地域の各種団体が連携し、一体的な地域運営を行う「地域コミュニティ連絡協議会」の

設立を提案し、その協議会に対して、人・拠点・資金の３つの視点で応援していきます。 

未来につなげる体制づくり 
～地域コミュニティを支えるしくみのイメージ図～ 

・住民みんながもっと参加する！ 

・団体同士がもっとつながる！ 

・地域と市役所がもっとつながる！ 

目指す地域の姿 

みんながつながり支え合い、安心していきいきと暮らせるまち 

 協働・連携 

地域コミュニティを支えるしくみについて 

２ 目指す地域の姿 

  地域自治を進めるため、次のとおり「目指す地域の姿」を定めました。 

４ 地域コミュニティ連絡協議会 

⑴ 範囲  

概ね小学校区又は連合自治会（統廃合前の小学校区を基礎とするもの）の区域等 

 

⑵ 構成団体 

・地区内の自治会数又は自治会加入世帯数の８割以上が加入して構成 

・連合自治会、育成協、子どもを守るネットワーク、社協支部、ＰＴＡ、民児協、学

校等の相当数の地域団体が加入して構成 

 

⑶ 組織体制 

   （イメージ図：図の構成団体や部会は一例です） 

●部会型 ●ネットワーク型 

⑷ 活動内容 

・まちづくり計画（地区の将来像と課

題、課題解決のための取組みについて

地域の皆さんの意見をまとめたもの）

に基づき、地区課題の解決を図るた

め、毎年度、事業を考え実行します。 

 

⑸ 設立により期待できること 

［地域課題の解決］ 

・「地域でできることが増えた」 

［団体間の連携協力］ 

・「役割分担することで、負担の軽減に 

  取り組んでいる」 

［地域内での情報共有］ 

・「各団体の活動などの情報を地域全体

で共有できるようになった」 

［住民の参画・人材の確保］ 

・「地域内の様々な団体や世代の方々と

知り合いになれた」、「新しい人材

を見つけることができた」 

 

内容は 

ホームページでも 

ご覧いただけます 

『みんなで、す～で！ながさき虹色

プロジェクト【長崎市地域まちづくり

計画】』をすすめていきます！！ 

これから先も、安定

的に持続可能な地域

におけるまちづくり

をさらにすすめるた

め、目指す地域の姿

やその実現に向けた

支援策などを示した

計画です。 



５ 地域コミュニティ連絡協議会設立までの流れ  

「地域コミュニティ
を支えるしくみ」に
取り組むことを 
検討する 

設立準備委員会を設立する 
地域コミュニティ
連絡協議会を 
設立する 

まちづくり計画 

をつくる 
(地域の方向性) 

協議会の 

組織体制等を 

検討する 

初年度の 

事業計画と 

予算を検討する 

○まちづくり計画をつくる話し合いの場の様子 

地区内の小中学生、若手、女性など、 

様々な住民の皆さんが集まって、 

まちづくりのアイデアを出して 

いきます。 

 話し合いの場を重ねることで・・・ 

“自分のまちに関心がわいた” 

“新たな人とつながるきっかけに” 

“協議会活動にも参加したい” 

といった参加者からの声も！ 

○準備委員会の様子 

地区内の団体や事業者の代表者

等で構成。まちづくり計画や体

制を検討します。 
 

６ 長崎市のこれまでの取組み   

年度 概要 

H23 地域コミュニティのしくみづくりプロジェクト開始 

H28 地域コミュニティのしくみづくり地域説明会（市内10か所） 

H29 地域コミュニティのしくみづくり地域説明会（市内17か所＋69小学校区） 

H30 

・モデル事業（モデル6地区）の実施 

・長崎市地域におけるまちづくりの推進に関する条例（※）施行 

（施行日：平成31年3月1日）⇒協議会の認定制度スタート 

※ 条例には、地域のまちづくりを推進していくための住民・協議会・市の役割、市の協議

会に対する支援、協議会の認定要件などを記載。 

R1 

・地域コミュニティを支えるしくみの本格実施 ⇒ 交付金制度（※）スタート 

 ※ 名  称：地域コミュニティ推進交付金 

   対象事業：協議会が主催となり、まちづくり計画に基づく地域の課題解決を図る事業 

   交 付 額：申請額に対して、上限額内で交付 

   上 限 額：基礎割（50万円）と人口加算割（人口×400円）の合計額 

R2 ・長崎市地域まちづくり計画（地域福祉計画を含む）の策定（計画年度：Ｒ３～７） 

R3 ・長崎市地域におけるまちづくりの推進に関する条例の検証 

７ 地域コミュニティ連絡協議会設立状況（ R7.6.1 時点）※市内全78地区を想定    

総合事務所 
管内 

協議会設立地区※（49地区） 
準備委員会 

設立地区（5地区） 

中央 
式見、ダイヤランド、茂木、横尾、西北、北陽、福田、戸町、 
大園、西町、西城山、高尾、仁田、桜が丘、北大浦、上長崎、 
手熊、西山台、稲佐、伊良林、川平、小ヶ倉、浪の平 

東大浦、愛宕、西浦上、
南大浦、三原 

東 高城台、橘、日見、古賀、矢上、戸石   

南 
土井首、深堀、香焼、晴海台、蚊焼、野母、野母崎樺島、高島、 
脇岬、伊王島、高浜 

  

北 池島、形上、村松、長浦、三重、鳴見台、出津、尾戸、畝刈   

団
体
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各種団体発行の広報誌を 

集約して負担軽減 

様々な主体との 

つながりが広がった！ 

 

地
域
内
で
の
情
報
共
有 

幅広い情報発信 

 

  

  

  

  

  

＜各協議会発行の広報誌＞ 

 

  

  

  

  

  
＜どいのくび祭＞ 

土井首地区コミュニティ協議会 

 

  

  

  

  

ホームページ･ 
LINE･Facebook 

地
域
の
課
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解
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様々な人の意見を吸い上げ 

活動につながった！ 

高齢者の生きがいづくり 

と地域交流！ 

いざというときに 
地域で連携できるように！ 

＜深堀地域でまわそう市＞ 
深堀地区コミュニティ協議会 

＜包丁研ぎサービス事業＞ 
式見地区コミュニティ連絡協議会 

＜防災訓練＞ 
茂木コミュニティ連絡協議会 

できるときにできる人が 

パトロール！ 

住民ニーズの把握による 

事業の評価・見直し！ 
 

＜青パト活動＞ 
ダイヤランドまちづくり連絡協議会 

＜全世帯アンケート＞ 
横尾小学校区コミュニティ連絡協議会 

 

  

  

  

  
  
  
 

住
民
の
参
画
・
人
材
確
保 

協議会の体制があった 

からこその緊急対応！ 

一緒に活動できる人を 

事前に登録！ 

自治会活動をアピール、 

加入促進！ 

 

  
  
  
  
  
  

＜ワクチンWeb予約お助け隊＞ 
戸町みらいまちづくり協議会 

 

  

  

  

  

  
  

＜ちょボラ募集＞ 
大園小学校区コミュニティ連絡協議会 

 

  

  

  

  

  
  

＜自治会加入促進パンフレット＞ 

北陽小学校区コミュニティ連絡協議会 

８ 協議会をつくって何がよくなるの？（活動事例より一部抜粋）     

“地コミ”のことをもっと 

知りたい方はコチラの 

動画もチェック！ 


